
藤里町では、学校が地域住民と目標や経営ビジョン等を共有し、地域と一体となって子どもたちを

育む「地域とともにある学校づくり」を目指して、コミュニティスクールを設置しています。

「地域学校協働推進員が地域に向けて発行している『藤里コミスク通信』」

・教材費助成（１人あたり１５０００円）

・大会派遣費助成（スポ少は町で許可している団体、藤里学園部活動は、学校として大会に参加したものに限る）

・【藤里学園】１人１台端末の整備、全学級電子黒板導入、主要教科のデジタル教材導入

・支援員配置事業（特別支援教育、図書支援、情報通信技術支援）

・ＡＬＴ（外国語指導助手）とＣＩＲ（国際交流員）の配置 ・町営英語塾（無料）の運営

・英語検定検定料補助（１回分） ・地域学校協働推進員の配置

・適応指導教室の設置と指導員配置 ・スクールカウンセラー配置

・部活動サポーター制度の整備 ・部活動指導員制度の整備

・高校生の通学費助成 ・第３子以降の子育て支援助成

・入学祝い金の支給 ・スクールバス運行

・子育て支援センター事業「ばんぶ～ひろば」

・放課後見守り事業（藤里学園の授業終了後１６：３０まで 無料）

・放課後児童クラブ「あそぼクラブ」（対象：原則１年生から３年生 有料）
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【幼稚園教育・保育園保育方針】

郷土の身近な環境を生かし、地域に根ざした

藤里町の幼稚園教育・保育園保育

郷土藤里の特色を身につけた乳幼児 ・園児の育成

創意ある保育（教育）の推進

幼児教育の充実振興のための条件整備と計画の編成

【保育目標】 【教育目標】

１ 元気に遊べる子 意欲と思いやりのある

２ 友達と仲良くする子 子どもの育成

【概要】

【概要】 ○３歳児から５歳児の異年齢交流

○平成１２年４月に認可保育園 を基に「共に育つ環境」を大事

として設置され、０歳児から にしたティーム・ティーチ

２歳児までの乳幼児を保育して ング保育を実施

いる。 ○保育時間について

○保育時間について （通常保育）9時から15時まで

（通常保育）７時から18時まで （預かり保育）

（延長保育）18時から19時まで 平日①7時30分から9時まで

○藤里町子育て支援センターを ②15時から18時30分まで

併設し、０～２歳児の在宅子 土曜日・代休日

育て中の親子を対象とした各 7時30分から18時30分まで

種事業も実施している。 【特色ある活動】

【特色ある活動】 ○地域での直接体験を通して、ふ

○親子関係の支援をしながら家 るさとの素晴らしさに気付き、

庭に寄り添った保育を実施する。 大切に守ろうとする気持ちの芽

○アレルギー源を含まない食材 生えを培う。

の活用を通して、全員で食事 ○保育園や藤里学園との交流や地

を楽しむことのできる環境づ 域の方との触れ合いを通して、

くりをする。 親しみや思いやりの気持ちを育

○保育参加の日、祖父母参観日 てる。

を設定することで、園生活の ○保護者と一緒の活動を通して環

周知を図る。 境教育に対する意識を育成する。

【幼保連携の取組】

２歳児と在宅の２歳児による幼稚園体験の実施

藤里町では、幼稚園教育と義務教育のゆるやかな接続を目指し、「藤里町架け橋期のカリキュラム」を設定しています。

藤里町主題 ：育ちと学びをともに見つめ、ともに育てる ～郷土で育てる藤里のこども～

知 身近な環境に主体的に関わり、考えたり工夫したりしながら最後までやりとげる子ども
期待する子ども像 徳 互いのよさや違いを知り、友達と協力し合える子ども

体 心と体を十分に働かせ、健康で安全な生活を送る子ども
【架け橋期のカリキュラム概要】

段階 ５歳児 １年生
期 ４月～１２月 １月～７月 ８月～３月

園児・児童の活 ○遊びの中での気付きや感じた思いを ○自分の成長を感じながら意 ○新しい環境に慣れる。 ○生活科における気付きや学びの経
動 言葉や様々な表現で伝えようとする。 欲的に生活する。 ○学びの中でそれまでの経 験を他の教科で発揮する。

○自分の思いを伝えたり、相 験を発揮する。
手の思いを受け入れたりし、
言葉で伝え合う

保育者・教師の ○進級した喜びと緊張を受け止め、一 ○自分で考えて行動し、自信を ○児童と信頼関係を築くため ○幼稚園の学びを反映させた系統性
援助・支援 人一人に丁寧に関わり信頼関係を築 もって生活したり、思いを伝 の声かけと支援をする。 ある学習計画を立案する。

いていく。 え合ったりできるよう支える。 ○遊びからの気付きを学びに ○気付きから学びへとつなげる指導
○試したり、考えたり、工夫したりし つなげる指導を心がける。 を工夫する。
ている姿を認め、興味や関心が深め
られるような支援を心がける。

義務教育学校藤里学園の教育課程 ９年間の学びを支える「藤里学びのスタンダード」の共通実践義務教育学校藤里学園の教育課程 ９年間の学びを支える「藤里学びのスタンダード」の共通実践

義務教育学校藤里学園では、９年間の切れ目のない教育の実現 「あきたの探究型授業」をベースにした「藤里学びのスタンダード」の実践

を目指し、特色ある教育活動に取り組んでいます。 によりどの教科でも、どの学年でも探究型の授業が展開されています。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 ●学習活動と児童生徒の姿 ◆教師の支援・指導のポイント

前期課程 後期課程 見 重点１ 方向付ける場

「小学校学習指導要領」の内容を学習 「中学校学習指導要領」 導 通 ●学習課題とめあての確認

の内容を学習 入 す ●既習事項との関連

算数・数学科では全学年でＴＴによる指導を実施 ●解決方法や答えの見通し

外国語活動・外国語科では専科教員とネイティブスピーカーによるＴＴを全学年で実施 ◆学習課題やめあての設定

◆既習事項の活用

前期ブロック 中期ブロック 後期ブロック ◆学習過程の提示

○学びの基礎を身に付ける ○学びを広げつないでいく ○自ら進路の実現に 考 ●自分の考えをもつ

・一部教科（理科、音楽、外 ・専科教科の拡充 向けて、学びを深 え ◆個で学ぶ時間と場の設定

国語活動等）で段階的に専 ・前期課程と後期課程教員の めていく る

科制を導入 TT（算数・数学科、理科） ・専科指導の充実 つ 重点２ つなぎ深める場

展 な ●自分の考えと比較検討

地域で学びを深める町づくり学地域で学びを深める町づくり学 開 ぐ ◆個々の考えの視覚化

各段階毎に設けたテーマに沿って、各段階ごとに設定したテーマ ◆話合いや学び合いの視点の明確化

の下、 児童生徒のキャリア教育の充実を図っています。 深 ●課題の捉え直し

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 め ●自分の考えの見直しや修正

前期ブロック 中期ブロック 後期ブロック る ◆考えの類型化と視点の焦点化

ふるさとと遊 ふるさとのよさを よりよいふるさとを考 ふるさとの活性化 ◆思考を深め揺さぶる発問を工夫

ぼう 見つけよう えよう を考えよう ま 重点３ 学びを振り返る場

終 と ●課題・めあてに呼応したまとめづくり

末 め ●自己の変容の自覚

振 ●新たな課題発見や次時への見通し

り ◆児童生徒の言葉を生かしたまとめ

返 ◆振り返りの時間と場の確保

【白神山水をアピール】 【修学旅行で藤里町を紹介】 【里山を調査】 り


